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昔ここに川が流れて
いて，川遊びをした．

毎年春にお花見．５月５日には小学
生の男の子たちが木で小屋をつくっ
て，そこで煮しめや赤飯を食べた．
お互いの陣地を壊したり，小屋をつ
くる費用を「ぽかん」で稼いだりした．

「城坂」という細い
道が遊び場だった．

昭和 35，6年くらいに初めての町民運動
会があった．当時は丁目対抗ではなく漁
師・製鉄所従業員・消防団・婦人会など
のグループ対抗で，漁業にちなんだ船団
対抗リレーなどがあった．10回目くらい
までここが会場で，その後は吉里吉里小．

昭和 40年頃まで，このあたりではど
の家でも豚やヤギ，羊を飼って畑や田
んぼの肥料をつくっていた．食べ残し
を餌にしていて，豚を飼っていない家
の人も飼っている家に食べ残しをあげ
たりしていた．

りんごなどの果樹園
があった．

主に 1丁目の人が使っていた．
フラダンスグループや神楽の
練習，ボーイスカウトの集会，
老人クラブ，健康診断など．

このあたりでわき水
が何カ所か出た．

白堤防は昔はここ
までだった！

金比羅さんにうつっ
た．今あるのは個人
のお稲荷さん．

上住宅などが出来る前
はこっちが正式な参道．
結婚式やお宮参りなど．

正月になるとお休みで船がずらっと
並び，大漁旗が 20本以上出る．お祭
りになるとそれを神社に持って行っ
て，20～30年前くらいまでは虎舞な
どの間に入って練り歩く「しるしか
つぎ」というのがあった．

浜はデートコース
だった！

天然記念物のイチョ
ウや杉の木があった

「ふるさと交流」で
盛岡から子どもが来
て学校に泊まった．

クラブで鹿踊りなど
の練習．昔は運動会
でもやった．

ここを通れるようになっ
たのは昭和 58年．開通
のための運動もあった．

若葉会館は避
難所だった．

りんご園があった．

漁協の会議や研修，三丁
目の町内会議や祭りの打
ち上げに使われていた．

育成会館は土地を借りて，
自分たちでつくった．

このあたりでも
豚を飼っていた

昭和 45年以降，
分家の人たちが
入ってきた． 創造センターで朝

市をやっていた．

砂浜にイカを干す棚が
ずらっと並んでいた．
ワカメや昆布も干した．

ガスや日用品を扱う。
いつもお茶っこをした。

野菜や米や魚、雑誌…
色々なものを扱っていた。

日用品を買いに。

野菜や米や魚、雑誌
をよく買っていた。

雪が積もると
近くの坂でソリ！

昔はリンゴ4本、
なし１０本の果樹園。

風邪をひいたら
通っていました。

なじみの飲み仲間
で飲んでいた。

お花見スポット！

子供向けの
雑貨屋さん

カレーやラーメン
アイスが美味しい店

夕方になるとみん
なで行く．脱衣所
がたまり場だった．

前川家のお風呂の跡…？

昔は釜石信用金庫．

居間や縁側でお茶っこ．道路に
面していても縁側は南側だった．

２階は公民館代わり．
青年会の会議などで使った．
主に２丁目が使っていた．

文化劇場と呼ばれていた．
映画館をやめたあとは
そろばん塾になった．

グラウンドで
サッカーや野球

孫と散歩やマラソン

舟が沖に出るときは
三日間の安全祈願．

元朝参り

元朝参り

舟が沖に出るときは
三日間の安全祈願．

正月の１６日にお
墓に行く．彼岸や
お盆の時も．

檀家なので，盆や彼岸，
法事などで行く．

昔は木々が茂って暗い所．
最近は人が変わり，お寺
にも行くようになった．

前川さんの先祖の前川善兵
衛が３代かかって山を切り
崩した歴史があるそう．

お彼岸やお盆に
参拝

梅花講

よく使っていたけ
れど，バスが出来
て本数が減った．

山田まで，腰の整体
に行っていた．

丁目対抗運動会
や，町内会長を選
ぶミーティング

今も孫と遊びに行く．盛岡の学
校などが学校同士の交流で浜に
来て，砂の家を作ったりしてい
た．砂はざらめのように綺麗！海の家やシャワーは吉里吉

里の人が出していた．普段
は他の仕事をしているそう．

昔と今と海は変わらない．
ワカメは昔養殖していな
かった．雨が降ったら漁
はお休み．

漁師の夫の手伝い
で，ワカメを砂浜
に干していた．

朝からずっと海で作業．家
に帰るのはご飯と寝るとき
くらい．鯨山に朝日が昇る
のがとてもきれい！

昔このあたりは
麦畑だった．

弁天島からフィッシャ
リーナまで泳いだ！

じゃがいも，麦，茄
子，粟，稗などの畑
だった．

大漁祈願と
安全祈願！

弁天島の近くの砂浜で
じゃがいもを海水で茹で
て食べた．私有地だけど，
皆が利用．

よく遊びに行っていたけ
れど，プールが出来てあ
まり行かなくなった．

子供の頃から大人になっても毎日
泳いだ．母に肌が黒過ぎて嫁の貰
い手がないと注意されたことも．
風が冷たいシーズン外れに一人で
泳ぐのも楽しい！

子供の頃は皆
プールより海！

グラウンドや家の前の通
りで遊んだ．ボール投げ，
縄跳び，ゴム飛びをして
いる子供がたくさんいた．

10年前頃までは吉
祥寺ではなく小学校
で盆踊り．

小さいときは弁天
島の所で泳いでい
た．きれいだった．

父母参観だけでなく
祖父母参観日も！

子供の頃，イモやトウモ
ロコシを持って海に行っ
て，焼いて食べた．ウニ
やアワビもとって食べた．

震災後は農村広場で
サッカーや野球をす
るようになった．

震災後に盆踊りが
行われるように．

北田の仮設までの坂がきつ
いので，吉祥寺の墓を通ら
せてもらっていた．毎朝 6
時にお寺の掃除．

社会人野球も！

ほぼ毎日散歩 .

酒や料理を持ち寄って，
海を見ながら飲み会 !
あずまやがある．

犬の散歩

釣家のすぐ近くだった
のでよく行っていた．

遠方からの客で大
賑わい．鮭祭りは
地元の人も参加．

昔はフィッシャリー
ナまで浜だった．

釣り人がたくさん．
時期によっては鮭の
一本釣り．小舟を持っ
ている人が多い．

アサリとり

孫と小学校のマラ
ソンの練習．海沿
いに松があった．
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2012 年度の活動

5月
8月

12 月～
2月
3月

現地調査
吉里吉里思い出サロン
吉里吉里例大祭調査
赤浜集落避難行動調査
黒森神楽調査
避難行動調査冊子発行

吉里吉里思い出サロン／マップ

海上調査

文化資源調査

赤浜集落避難行動調査
　震災前、吉里吉里集落内ではどのような日常があったのかを明らかにするために、被
災した店舗をお借りして「吉里吉里思い出サロン」を開くとともに、仮設住宅等も訪問し、
人々が集っていた場所、漁業の様子、こどもたちの遊び場などをヒアリングした。集落
内の公共施設や広場の使い方や、庭や縁側での「お茶っこ」の様子等について詳しくお
話を聞くことができた。まちの記憶の共有を図って、これらの内容を基に「思い出マップ」
を作成し、地元の方々にお渡ししている。

　震災発生時、人々がどのように考え、どのような避難行
動をとったのか、赤浜集落でヒアリング調査を行い、避難
のきっかけとなる出来事や避難場所等についてまとめた。
また、これとともに集まった避難行動の記録を赤浜集落の
中での教訓として未来に受け継いでいきたいという地元の
方々の思いをきっかけに、ヒアリングした内容を 1 冊の
文集にまとめた。

黒森神楽調査

吉里吉里例大祭

しんはなまき

もりおか

釡石市
遠野市

宮古市
盛岡市

岩手県

　2011 年度から町に根付いて
きた祭礼や伝統芸能、漁業文化、
湧水のある暮らし等を調査・記
録してきた。これらの調査は震
災によって消えかかった町の文
化の記録となるだけでなく、例
えばまちなかでの祭礼や芸能と
結びついた広場の計画や湧水や
漁業資源を生かした新しい産業
づくりの手助けとなり、大槌町
らしいく空間づくりや集落再生
に繫がると考えている。

大槌プロジェクトの取り組み
　2011 年 3月 11 日の東日本大震災後、都市デザイン研究室で
は東大海洋研のあった大槌町赤浜で集落の被災状況等に関する
調査活動を開始。その後 2011 年度は、大槌町を知ること、復
興への示唆を得ることを目的に町の文化資源を調査・整理し、
ヒアリングや写真からまちの記憶を掘り起こした。2012 年度
も文化資源調査を行うとともに、より詳細に震災前の生活風景
を浮かび上がらせるためにヒアリング等を行い、加えて震災時
の避難行動の調査を行った。

▲2012 年 8月に行った吉里吉里思い出サロンの様子

　吉里吉里集落の例大祭の調査を行った。震災後初めての
神輿渡御の様子や虎舞・鹿子踊り等の伝統芸能の記録を
行った。ハレの日の空間づくりに繋げていく事ができる。

　避難行動調査をもとに地域住民とともに、発災時にどのような行動をとるべきか学習する避難行動ワークショップを行ったり、まちの様子を伺った
ヒアリングをもとに集落内の公共空間への考え方や民家の特徴等に関する知見をまとめ、復興計画の中で公共空間づくりや住宅再建時のヒントとして
いくことができると考えている。

今後の活動に向けて

　漁船に乗り込み、会場から
各集落の地形的特徴や漁師が
目印とする岩場や遠景の山地
等の様子を調査をした。

　岩手県沿岸を巡業する「廻
り神楽」の一つである黒森
神楽についての調査。漁業
文化との結び付きが強い。
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※浸水範囲は国土地理院 2万 5千分 1浸水範囲概況図 ( 岩手県 ) を元に作成。
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▲大槌町沿岸部マップ

▲住民の避難経路の例▲吉里吉里思い出マップ ▲完成した冊子

▲磯浜の様子を観察

▲吉里吉里佐野邸での巡業 ▲宮入り直前の様子 ▲御旅所での様子の模式図（左：大祓式、右：太神楽奉納）」


